
乙
乙
に
言
う
「
『
新
感
覚
』
的
文
章
」
と
は
、
新
感
覚
が
見
ら
れ
る
と
さ
れ
る
、

横
光
利
一
の
、
「
新
感
覚
派
」
時
代
の
作
品
の
文
章
を
意
味
す
る
。
そ
の
、
横
光

利
一
の
「
新
感
覚
派
」
時
代
は
、
彼
の
作
家
歴
の
、
ど
乙
に
設
定
す
べ
き
で
あ
ろ

う
か
。
横
光
自
身
が
述
べ
て
い
る
言
葉
に
、
次
の
も
の
が
あ
る
。

「
此
の
集
の
中
に
は
大
正
七
年
か
ら
昭
和
元
年
に
い
た
る
十
年
間
の
、
主
と
し

て
国
語
と
の
不
遅
配
似
る
血
戦
時
代
か
ら
、

マ
ル
キ
シ
ズ
ム
と
の
格
闘
時
代
を
経

て
、
国
語
へ
の
服
従
時
代
の
今
に
い
た
る
ま
で
、
お
よ
そ
十
五
年
間
の
好
余
曲

折
し
た
脱
皮
生
活
の
断
片
的
記
録
を
集
め
た
。
」
(
『
書
方
草
紙
』
序
文
、
昭

6
)

右
は
、
表
現
と
い
う
観
点
か
ら
見
る
な
ら
ば
、
三
つ
の
時
代
を
設
定
し
て
い
る

の
で
は
な
い
。
「
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
と
の
格
闘
」
の
結
果
、
「
国
語
と
の
不
運
極
る

血
戦
時
代
」
か
ら
「
国
語
へ
の
服
従
時
代
」
に
変
わ
っ
た
、
と
言
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。
横
光
は
、
三
代
名
作
全
集
『
横
光
利
一
集
』
(
昭
日
)
の
「
序
に
代
へ
て
」

で
は
、
「
新
感
覚
派
と
人
々
の
私
に
名
づ
け
た
時
期
」
の
始
ま
り
を
、
「
大
正
十
二

そ
の
次
の
時
期
の
作
だ
と
し

『
鳥
』
や
『
機
械
』
は
、

年
の
大
震
災
」
に
求
め
、

て
い
る
。
従
っ
て
、
次
に
掲
げ
る
平
野
謙
氏
の
解
釈
は
、

ほ
ぽ
妥
当
だ
と
す
べ
き

橋

本

威日

で
あ
ろ
う
。

(
新
小
説
・
大
正
十
二
年
五
月
号
)

そ
出
発
点
と
す
る
新
感
覚
派
丈
学
の
時
期
を
さ
し
、
「
服
従
時
代
」
と
は
『
機

械
』
(
改
造
・
昭
和
五
年
九
月
号
)
を
一
頂
点
と
す
る
新
し
い
転
換
期
を
さ
し

て
い
る
、
と
み
て
い
い
だ
ろ
う
。
」
・
(
昭
和
文
学
の
可
能
性
)

「
常
識
的
に
は
「
血
戦
時
代
」
は
「
日
輪
』

「
新
感
覚
派
時
代
」
は
、
「
新
感
覚
派
」
な
る
千
葉
亀
雄
の
命
名

が
あ
っ
て
招
来
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
よ
り
前
の
作
品
が
「
『
新
感
覚
』
的
文

-31-

'
も
っ
と
も
、

章
」
で
な
か
っ
た
と
は
速
断
出
来
ぬ
。
試
み
に
、
横
光
の
、
幾
つ
か
の
作
品
に
つ

い
て
、
一
文
平
均
字
数
を
調
べ
て
み
た
。
次
表
の
通
り
で
あ
る
。

マ
横
光
利
一
の
作
品
・
一
文
平
均
字
数

※ 
※ 作
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〈
注
〉
※
印
の
作
品
は
冒
頭
地
の
文
一

O
O文
の
平
均
。
他
は
全
地
の
文
の

平
均
。
但
し
、
句
読
点
は
一
字
分
に
数
え
る
。

『
名
人
』
と
『
鳥
』
と
の
間
に
一
線
を
設
け
る
乙
と
が
出
来

よ
う
。
横
光
は
、
「
新
感
覚
派
と
人
々
の
私
に
名
づ
け
た
時
期
」
よ
り
前
を
、
円

は
ば
文
学
を
彫
刻
と
等
し
い
芸
術
と
空
想
し
た
ロ
マ
ン
チ
ズ
ム
の
開
花
期
」
(
前

出
、
「
序
に
か
へ
て
」
)
と
も
言
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
乙
の
方
は
、
表
中
に
一

乙
れ
に
よ
れ
ば
、

線
を
爾
す
る
乙
と
が
困
難
で
あ
る
。

と
も
あ
れ
、

「
新
感
覚
派
」
と
呼
ば
れ
た
時
期
の
作
品
で
、

そ
の
表
現
が
話
題

と
な
っ
た
『
頭
な
ら
び
に
腹
』
を
と
り
上
げ
、
次
の
時
期
の
『
鳥
』
と
比
較
し
つ

「
『
新
感
覚
』
的
文
章
」
の
特
色
や
そ
の
「
意
味
L

に
つ
い
て
考
え
る
と
と

と
す
る
。

っ、
一
文
の
長
さ

「
『
新
感
覚
』
的
文
章
」
は
、
『
鳥
』

一
文
が
短
わ
と
、
ま
ず
言
え
る
と
思
う
。
乙
れ
を
、

前
掲
の
表
に
よ
っ
て
、

の
時
期
の
'
そ
れ
に
比
べ
て
、

一
つ
の
特
色
と
し
て
お
く
。

文
構
造

一
文
が
短
い
乙
と
は
、
当
然
、
一
文
の
構
造
が
単
純
で
あ
る
乙
と
に

結
び
つ
き
易
い
。
文
構
造
に
つ
い
て
調
べ
た
結
果
は
、
次
表
の
通
り
で
あ
る
。
数

値
は
用
例
数
。

83 

67 

そ

の

他

6 

複
文
・
重
文
的
構
文

12 

169 

難

判

定

困

。

6 

95 

303 

メ弘、
ロ

計

『
鳥
』
と
の
比
較
に
お
い
て
、
文
構
造
の
単
純
さ
も
一
つ
の
特
色
と
す
る
乙
と

が
出
来
よ
う
。

文
末
形
態

で
は
、
文
末
形
態
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
調
査
結
果
を
、
二
つ
の

-33ー

分
類
に
ま
と
め
、
用
例
数
の
表
を
作
っ
て
み
た
。
次
が
そ
れ
で
あ
る
。

A
分
類

Aロ入

終助 省 推 現 回
略

詞 文 量 在 想、
〆曲、 末

、かー〆
他体 文 文 文

文 の言
計 末 略 止 末 末 末

Jド

、有

頭な

12 。 り
、 ぴ

IC 
95 1 12 。3 79 腹

4 1 
鳥

303 7 5 13 146 132 
、



B
分
類

メ口入 そ 省 希 判 状 動 種

の 断

{也 略 望 文 態 作
末

r、
文 文 夕、. 文 文ノの

ター 作
計 か 末 末 系 系 末 末 品

、-'

頭
な

0114 り

ぴ
iζ 

95 。12 。14 13 56 腹

71 44 
鳥

303 2 5 4 115 21 156 

A
分
類
で
は
、
回
想
文
末
と
現
在
文
末
と
の
比
率
の
相
違
が
自
に
つ
く
。

な
ら
び
に
腹
』
で
は
、
八
三

Mm
対
三
労
で
あ
る
。
文
末
の
多
く
が
「
た
止
め
」
だ

と
言
え
る
。
そ
れ
に
対
し
、
『
鳥
』
で
は
、
四
四
%
対
四
八
%
で
、
「
た
止
め
」

と
「
現
在
形
止
め
」
と
が
混
在
し
て
い
る
。

開『

頭

「
た
止
め
」
の
多
用
は
、
一
文
の
短

さ
と
も
関
連
し
て
、
文
章
に
リ
ズ
ム
を
与
え
る
と
同
時
に
、
一
つ
一
つ
の
事
柄
を
、

前
後
の
事
柄
と
断
ち
切
っ
て
、
立
体
的
・
印
象
的
、
あ
る
い
は
対
照
的
に
す
る
。

「
『
新
感
覚
』
的
文
章
」
の
、
一
つ
の
特
色
だ
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

B
分
類
で
は
、
判
断
文
末
の
数
値
が
自
を
ひ
く
。
判
断
文
末
は
、
判
断
の
助
辞

、

、

、

、

「
だ
」
を
含
む
文
末
で
、
語
り
手
に
よ
る
説
明
や
語
り
手
の
判
断
を
述
べ
る
形
で

あ
る
。
掛
か
J

f

干
の
存
在
を
意
識
さ
せ
る
表
現
だ
と
き
守
え
る
。

ζ

の
判
断
文
末
が
、

乙
れ
も
、

『
頭
な
ら
び
に
腹
』
で
は
全
体
の
一
五

M
m
K
過
ぎ
な
い
が
、
『
烏
』
で
は
三
八
%

に
達
す
る
。
し
か
も
、
『
鳥
』
に
は
、
判
断
の
助
辞
の
直
前
に
「
の
」
を
も
っ
「
ノ

ダ
系
」
の
判
断
文
末
が
多
い
。
乙
れ
は
、
あ
ら
か
じ
め
話
題
に
な
っ
て
い
る
事
柄

に
対
す
る
、
わ
け
知
り
顔
の
、
決
定
的
な
判
断
を
述
べ
る
表
現
で
あ
る
。
と
り
わ

け
強
く
、
卦
ト
手
の
存
在
を
印
象
づ
け
る
。
一
つ
の
特
色
と
し
て
、
『
頭
な
ら
び

に
腹
』
の
文
章
は
、
『
鳥
』
の
そ
れ
と
異
な
り
、
表
現
者
の
存
在
を
意
識
さ
せ
ぬ

表
現
、
と
き
守
え
よ
う
。

「
『
新
感
覚
』
的
文
章
」
の
特
色
と
し
て
、
擬
人
的
手

法
は
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
た
と
え
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

擬
人
的
手
法

従
来
、

「
我
々
が
横
光
氏
の
芸
術
に
接
し
て
、
最
初
に
感
じ
ら
れ
る
の
は
、
そ
の
表
現

の
特
異
点
で
あ
る
。
云
ひ
換
へ
れ
ば
そ
の
擬
人
法
的
手
法
に
よ
っ
た
描
写
で
あ
る
。
」

(
斎
藤
竜
太
郎
「
横
光
利
一
の
芸
術
|
特
に
そ
の
表
現
に
就
い
て
|
」

「
文
芸
時
代
」
大
凶
・

1
)

『
鳥
』
で
は
ど
う
か
と
一
言
守
え
ば
、

こ
こ
で
も
擬
人
的
手
法
は
用
い
ら
れ
て
い
る
υ

-34 -

『
頭
な
ら
び
に
腹
』

例
を
二
つ
ず
つ
挙
げ
よ
う
。

『
鳥
』
の
両
作
よ
り
、

O 

特
別
急
行
列
車
は
満
員
の
ま
ま
全
速
力
で
馳
け
て
ゐ
た
。
沿
線
の
小
駅
は

O 

(
頭
な
ら
び
に
腹
)

動
か
ぬ
列
車
の
横
腹
に
は
)
野
の
中
に
、
名
も
知
れ
ぬ
寒
駅
が
ぼ
ん
や
り

と
横
た
は
っ
て
ゐ
た
。
(
右
向
)

時
間
も
場
所
も
私
達
二
人
か
ら
だ
ん
だ
ん
と
退
い
て
了
っ
た
の
だ
。
(
烏
)

此
の
事
件
の
最
も
最
初
に
二
人
の
意
志
と
は
全
く
関
係
の
な
い
デ
ア
テ
ル

ミ
イ
の
振
動
が
リ
カ
子
の
身
体
を
振
動
さ
せ
て
ゐ
た
と
云
ふ
乙
と
が
、
二
人

石
の
や
う
に
黙
殺
さ
れ
た
。

O O 
の
運
命
を
引
裂
く
原
因
と
な
っ
て
黙
々
と
横
た
は
っ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
(
右

同
)

「
『
新
感
覚
』
的
文

『
鳥
』
に
見
ら
れ
る
擬
人
的
手
法
一
一
例
中
、
六
例
は
、

章
」
が
混
入
し
た
と
も
言
え
る
最
終
部
分
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
部
分
は
、
以
後



も

『
頭
な
ら
び
に
腹
』
と
比
較
す
る
場
合
、
時

k
b
っ
て
ゆ
、
除
く
乙
と
に
す

『
頭
な
ら
び
に
腹
』
で
は
、
七
つ
の
文
に
こ
の
手
法
が
見
え
る
。
全
体
の
地

の
文
数
か
ら
言
っ
て
も
、
『
頭
な
ら
び
に
腹
』
の
方
に
、
頻
度
が
一
両
い
。
し
か
し
、

乙
の
場
合
は
、
頻
度
以
上
に
、
そ
の
用
い
方
に
問
題
が
あ
る
。
『
頭
な
ら
び
に
腹
』

の
擬
人
化
は
、
具
体
的
な
物
体
が
、
他
の
物
体
、
ま
た
は
人
間
と
関
わ
ら
な
い
内

容
で
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
『
鳥
』
の
方
は
、
人
閣
の
行
為
が
他
の
人
間
や

物
体
に
及
ぶ
と
き
、
そ
の
、
動
作
等
の
事
柄
を
主
語
に
し
て
文
を
作
っ
た
、
と
い

っ
た
類
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
上
、
そ
れ
は
、
語
り
手
の
存
在
を
意
識
さ
せ
る
判

断
文
末
や
「
思
っ
て
ゐ
な
か
っ
た
。
」
と
い
う
語
句
に
よ
っ
て
く
く
ら
れ
て
い
る
。

『
鳥
』
の
場
合
、
擬
人
化
さ
れ
た
事
物
が
、
人
聞
を
離
れ
て
勝
手
に
動
く
一
個
の

独
立
体
に
は
表
現
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

る

擬
人
的
手
法
を
特
色
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
る
前
に
、
擬
物
的
手

法
に
目
を
配
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
擬
物
的
手
法
と
は
、
入
閣
を
、
あ
た
か
も
生
命

の
な
い
物
体
の
如
く
に
倣
う
技
法
の
ζ

と
で
あ
る
。
『
鳥
』
に
も
見
ら
れ
る
が
、

『
頭
な
ら
び
に
腹
』
の
方
が
多
い
。
例
は
次
の
通
り
。

擬
物
的
手
法

O 

人
々
の
手
か
ら
新
関
紙
が
滑
り
下
ち
た
。
無
数
の
頭
が
位
置
を
乱
し
て
動

揺
め
さ
出
し
た
。
(
頭
な
ら
び
に
腹
)

数
箇
の
集
団
が
声
を
あ
げ
で
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
渦
巻
い
た
。
日
ハ
右
同
)

座
は
そ
れ
か
ら
次
第
に
結
晶
学
の
法
則
そ
の
ま
ま
の
形
を
と
り
始
め
、
そ

0 0  

(
鳥
)

O 
の
各
人
の
比
重
に
従
っ
て
洗
み
出
し
た
。

私
の
狼
狽
の
仕
方
は
も
う
穴
ば
か
り
痩
し
て
臆
れ
る
乙
と
よ
り
な
く
な
り

出
し
た
。
(
右
同
)

擬
人
的
手
法
L
む
の
か
ら
み
合
い
で
言
え
ば
、

『
頭
な
ら
び
に
腹
』
で
は
、
物
体

が
生
き
物
と
し
て
倣
わ
れ
で
い
る
と
共
に
、
入
閣
が
単
な
る
物
体
と
し
て
扱
わ
れ

て
い
る
乙
と
に
な
る
。
物
体
が
人
閣
に
近
づ
き
、
両
者
が
ほ
と
ん
ど
同
等
に
扱
わ

「
ζ

れ
ら
は
一
種
の
擬
人
法
を
お
も
な
修
辞
と
す
る
文
章

そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
ラ
新
感
覚
派
の
、
有
機
的
な
も
の
と
無
機
的
な

も
の
と
を
同
一
視
す
る
と
い
う
恩
怨
的
特
色
が
示
さ
れ
て
い
る
。
」
(
「
昭
和
文

学
の
文
体
」

l
l
「
国
文
学
」
昭
ぉ
・

6
)

と
い
う
関
良
一
氏
の
言
葉
は
、
擬
物

れ
て
い
る
と
言
え
る
。

で
あ
る
が
、

的
手
法
を
か
ら
ま
せ
る
と
、
よ
り
生
き
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。
人
間
乙
そ
文
学
の

対
象
と
い
う
立
場
か
ら
、
擬
人
・
擬
物
両
手
法
を
統
一
す
る
「
人
間
の
物
体
視
」

と
い
う
乙
と
に
、
一
つ
の
特
色
そ
見
た
い
。
『
鳥
』
は
、
頻
度
が
低
い
の
で
、
今

乙
乙
で
、
乙
の
特
色
を
あ
て
は
め
る
の
は
無
理
で
あ
ろ
う
。

提
鴫
的
手
法
「
人
閣
の
物
体
視
」
は
、
実
は
、
提
愉
的
手
法
に
も
反
映
し
て

や
る
。
乙
れ
は
、
部
分
で
全
体
を
、
付
属
物
で
本
体
を
あ
ら
わ
す
一
比
蛾
訟
で
あ
る
。

人
聞
に
関
し
て
用
い
る
と
、
人
聞
を
、
有
機
体
と
し
て
で
は
な
く
、
物
理
的
な
機

構
体
と
し
て
と
ら
え
た
意
味
を
待
び
て
く
る
。
両
作
品
か
ら
例
を
挙
げ
る
。
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O 

尽
く
の
頭
は
太
っ
た
腹
に
巻
き
込
ま
れ
て
盛
り
上
っ
た
。

f司、
，頭

な
り

一ぴ介
lζ 

腹
O 

私
の
狼
狽
の
仕
方
は
も
う
穴
ば
か
り
捜
し
て
隠
れ
る
乙
と
ま
り
な
え
な
り

出

し

た

。

リ(
鳥
)

所
で
、
乙
乙
で
注
目
し
た
い
の
は
、
提
愉
的
手
法
が
『
鳥
守
に
も
多
く
見
ら
れ

る
と
い
?
う
乙
と
で
あ
る
。
「
人
閣
の
物
体
視
」
A

傾
向
は
崎

J

『
烏
』
ー
に
も
存
在
す
る

と
い
う
と
と
で
あ
る
。
「
人
閣
の
物
体
視
」
と
い
う
点
で
)
『
鳥
』
と
『
頭
な
ら

び
に
腹
』
と
を
区
別
す
る
と
な
れ
ば
、
υ

前
者
が
、
一
そ
れ
を
主

ιじ
で
提
愉
的
手
法

で
行
な
っ
て
い
る
の
に
対
句
、
ぇ
中
吋
一
鎖
骨
ら
び
昨
眠
]
は
、
一
そ
れ
を
、
内
擬
人
的
・
擬

物
的
・
提
檎
的
の
三
手
邸
宅
行
指
マ
て
い
る
と
い
う
乙
と
応
な
ろ
う
か
。
だ
と
す

れ
ば
、

r

荷
に
挙
げ
た
「
大
間
の
物
体
視
」
と
川
町
う
特
色
は
、
単
に
、

「
擬
人
的
・



擬
物
的
手
法
」
と
言
っ
て
お
く
に
と
ど
め
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

欧
文
脈
的
表
現
擬
物
的
手
法
提
輸
的
手
法
は
、
伝
統
的
な
表
現
に
対
し
、

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
そ
ぐ
わ
な
い
技
法
で
あ
る
。
乙
れ
ら
は
、
欧
文
直
訳
体
|
|

翻
訳
調
に
つ
な
が
り
易
い
。
と
い
う
乙
と
で
、
乙
れ
ら
を
欧
文
脈
的
表
現
と
い
う

中
に
含
め
て
と
ら
え
る
乙
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
『
頭
な
ら
び
に
腹
』
の
場
合
は
、

一
文
が
短
く
、
そ
の
構
造
が
単
純
だ
、
と
い
う
ζ

と
と
関
わ
っ
て
、
欧
文
的
臭
い

が
、
主
語
設
定
の
あ
り
方
に
強
く
感
じ
ら
れ
る
。
次
の
文
は
、
そ
の
例
に
な
ろ
う
。

割
吋
叫
再
び
ど
と
も
退
屈
と
眠
気
の
た
め
に
疲
れ
て
い
っ
た
。

O 

(
頭
な
ら

び
に
腹
)

O

畢
意
彼
ら
の
一
様
に
受
け
る
損
失
は
半
日
の
空
費
で
あ
っ
た
。
(
右
問
)

『
鳥
』
の
場
合
は
、
一
文
が
長
く
、
そ
の
構
造
が
複
雑
な
乙
と
と
関
わ
っ
て
、

主
語
設
定
は
も
と
よ
り
、
次
の
如
く
、
構
文
全
体
か
ら
欧
文
的
臭
み
が
感
じ
ら
れ

ス
v

。「
今
思
へ
ば
私
が
此
の
深
索
の
方
向
を
も
っ
た
と
云
ふ
こ
と
が
、
私
達
友
人
の

中
で
の
特
長
あ
る
素
質
で
あ
っ
た
ζ

と
に
気
が
つ
く
の
だ
が
、
そ
の
と
き
は
そ

れ
が
私
の
友
人
達
か
ら
の
敗
北
の
結
果
だ
と
ば
か
り
よ
り
思
へ
な
か
っ
た
己
(
鳥
)

声
喰
・
擁
態
的
手
法
「
擬
人
法
や
比
愉
・
擬
声
音
を
駆
使
し
て
、
」
と
『
現

(
酒
井
森
之
介
筆
「
新
感
覚
派
」
の
項
)
で
指
摘
さ
れ
て

代
日
本
文
学
大
事
典
』

い
る
声
愉
的
手
法
も
、
擬
態
的
手
法
と
あ
わ
せ
て
『
頭
な
ら
び
に
腹
』
に
見
え
る

も
の
で
あ
る
。
二
例
を
挙
げ
て
み
る
。

風
は
野
の
中
か
ら
静
ま
っ
た
寒
駅
の
柱
を
そ
よ
そ
よ
と
か
す
め
て
ゐ
た
。

。(頭
な
ら
び
に
腹
)

O

す
る
と
、
空
虚
に
な
っ
て
停
っ
て
ゐ
る
急
行
列
車
の
窓
か
ら
、

叶
と
鉢
巻
頭
が
現
れ
た
。

ひ
ょ
っ
乙

(
右
同
)

『

鳥

』

に

も

な

い

乙

と

は

な

い

。

『

鳥

』

の

方

で

応

、

こ
の
手
法
は
主
に
心
の
動
き
に
関
連
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
『
頭
な
ら
び
応
腹
』
ー

で
は
、
外
在
的
な
い
し
は
物
体
的
芯
も
の
に
関
わ
る
用
い
方
だ
。
『
頭
な
ら
び
む

腹
』
の
場
合
、
や
は
り
、
「
人
聞
の
物
体
視
」
と
結
び
付
く
技
法
と
し
で
用
い
ら

れ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

一
O
例
見
え
る
。
が
、

文
末
述
語
の
中
心
動
詞
『
頭
な
ら
び
に
腹
』

な
く
勝
手
に
動
い
て
い
る
と
い
う
乙
と
、
ま
た
、
人
聞
が
一
個
の
物
体
と
し
て
勝

手
に
運
動
し
て
い
る
と
い
う
乙
と
ー
ー
が
、
文
末
述
語
の
中
心
的
動
詞
の
性
質
に

も
反
映
し
て
い
る
。
次
の
表
の
通
り
に
、
『
鳥
』
に
比
べ
て
、
自
動
詞
的
動
詞
の

使
用
割
合
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
数
字
は
用
例
数
で
あ
る
。

で
は
、

物
体
が
人
聞
に
関
わ
り

-&コh、他 自

動 動

詞 詞

的 的

動 動

計 詞 詞

頭
な

り
び
lζ 

71 25 46 腹

鳥

173 91 82 

-36 -

「
『
新
感
覚
』
的
文
章
」
の
特
色
と
し
て
、
擬
人
的
手
法
を
主
と
す
る
比
輸
と

と
も
に
、
従
来
、
指
摘
さ
れ
て
い
た
も
の
に
、
「
飛
躍
」
と
で
も
い
う
べ
き
も
の

が
あ
る
。
次
は
、
そ
れ
を
指
摘
し
て
い
る
一
例
で
あ
る
。

「
一
口
に
き
ロ
っ
て
、

乙
と
ば
と
乙
と
ば
の
聞
を
飛
躍
さ
せ
、
あ
る
い
は
異
質
の

乙
と
ば
を
組
み
あ
わ
せ
て
、
そ
と
に
ま
き
お
乙
る
抵
抗
感
に
よ
り
あ
た
ら
し
い

感
覚
を
生
み
だ
そ
う
と
す
る
か
れ
の
方
法
」
(
磯
貝
英
夫
「
績
光
利
一
の
文
体
」

「
国
文
学
」
昭

M
・

ω)

乙
の
「
飛
躍
」
に
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
表
現
に
も
、
乙
乙
で
着
目
し
て
み
よ



う
と
恩
う
。

「

文

の

題

目

」

の

変

化

「

文

の

題

目

」

の

変

化

が

あ

る

。

「

文

の
題
目
」
と
は
、
ア
ル
文
が
何
ニ
ツ
イ
テ
述
ベ
テ
イ
、
ル
カ
と
い
っ
た
場
合
の
、
「
直

の
と
と
で
あ
る
。
主
語
と
一
致
す
る
乙
と
が
多
い
が
、
一
致
し
な
い
乙
と
も
あ
毛

た
と
え
ば
、
「
車
掌
の
笛
は
鳴
り
響
い
た
。
」
(
頭
な
ら
び
に
腹
〉
と
い
う
丈
の

「
車
掌
の
笛
」
で
あ
る
。
「
跡
に
は
、
踏
み
採
じ
ら
れ
た
果
実
の
皮
が

そ
の
一
つ
に
、

題
目
は
、

濡
れ
て
ゐ
た
。
」
(
同
V

と
い
う
文
で
は
、
「
跡
」
が
「
丈
の
題
目
」
に
な
る
。

「
文
の
題
目
」
が
文
ご
と
に
変
わ
れ
ば
、
文
と
文
と
の
閣
に
、
「
飛
躍
」
感
を
生

じ

る

。

「

文

の

題

目

」

の

『
頭
な
ら
び
に
腹
』
『
鳥
』
と
も
に
、
次
の
よ
う
に
、

変
化
が
激
し
い
。

無
数
の
腕
が
曲
っ
た
林
の
や
う
に
。
尽
く
の
頭
は
太
っ
た
腹
に
巻
き
込
ま

れ
て
盛
り
上
っ
た
。
メ
嬢
て
、
迂
迦
線
へ
戻
る
列
車
の
到
着
し
た
の
は
そ
れ

か
ら
間
も
な
く
の
ζ

と
で
あ
っ
た
。
群
衆
は
そ
の
新
し
い
列
車
の
中
へ
殺
到

し
た
。
(
頭
な
ら
び
応
腹
)

O

そ
れ
は
世
間
に
あ
り
ふ
れ
た
ζ

と
だ
と
息
は
れ
る
と
ほ
り
の
平
凡
な
行
状

だ
が
、
こ
と
に
私
に
と
っ
て
は
平
凡
だ
と
思
へ
な
い
て
ぷ
が
ひ
そ
ん
で
ゐ
る

、
の
だ
。
F

人
は
二
人
を
れ
ば
ま
ア
無
事
だ
が
三
人
を
れ
ば
無
事
で
は
な
く
な
る

心
理
の
な
が
れ
が
そ
れ
が
無
事
に
い
っ
て
ゐ
る
と
云
ふ
の
は
、
ど
乙
か
三
人

の
中
で
一
人
が
素
晴
じ
く
賢
い
か
誰
か
が
馬
鹿
か
の
ど
ち
ら
か
で
あ
ら
う
や

う
に
、
三
人
の
中
で
此
の
場
合
私
が
一
番
図
抜
け
て
馬
鹿
な
乙
と
は
健
か
な

O 
乙
と
だ
。

(
烏
)

し
か
し
な
が
ら
、
右
の
例
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
「
鳥
』
で
は
、
一
文
が
長

く
、
や
や
乙
し
い
連
体
修
飾
語
を
と
も
な
っ
た
「
文
の
題
目
」
が
多
い
上
に
、
文

脈
が
ね
じ
れ
ま
わ
っ
て
い
て
、
そ
も
そ
も
、
「
丈
の
題
目
」
そ
の
も
の
の
つ
か
み

に
く
い
場
合
が
多
い
。
一
『
頭
な
ら
び
に
腹
』
ほ
ど
に
は
、

が
印
象
づ
け
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

「
丈
の
題
目
」
の
変
化

動
作
・
状
態
の
急
転
動
作
・
状
態
の
急
転
回
も
、
「
飛
躍
」
感
に
つ
な
が
る

も
の
で
あ
ろ
う
。
乙
れ
も
、
『
頭
な
ら
び
に
腹
』
『
烏
』
の
両
作
品
y•• 

数
多
く

指
矯
で
き
る
。
だ
が
ブ
『
頭
な
ら
び
に
腹
』
の
急
転
が
、
「
文
」
対
一
J
X」
と
い

う
明
確
な
形
で
一
不
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
『
烏
』
の
場
合
は
、
長
人
の
中
で
急

転
が
行
な
わ
れ
て
い
る
た
め
に
、

一
続
き
の
乙
と
ば
の
つ
な
が
り
に
よ
っ
て
、

そ

の
印
象
は
す
と
ぶ
る
弱
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

対
照
的
手
法
修
辞
法
の
中
で
は
、
対
照
的
手
法
が
、
直
ち
に
「
飛
躍
」
と
結

び
付
く
も
の
で
あ
る
。
『
頭
な
ら
び
に
腹
』
で
は
、
次
の
よ
う
な
例
を
挙
げ
得
る
。

O

特
別
急
行
列
車
は
満
員
の
ま
ま
全
速
力
で
馳
け
て
ゐ
た
。
沿
線
の
小
駅
は

石
の
や
う
に
黙
殺
さ
れ
た
。
(
頭
な
ら
び
に
腹
)

暫
く
す
る
と
、
ま
た
一
人
ぢ
く
ぢ
く
と
動
き
出
し
た
。
だ
が
、
群
衆
の
頭
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O 
は
依
然
と
し
て
動
か
な
か
っ
た
。

(
右
間
)

『
頭
な
ら
び
に
腹
』
か
ら
は
、
右
の
二
例
を
含
め
て
、
一
一
例
を
指
摘
で
き
る
。

し
か
し
、
『
鳥
』
か
ら
は
、
対
照
的
事
柄
の
対
立
も
長
文
の
中
に
埋
没
し
て
、
、
手

法
と
し
て
と
り
出
す
ζ

と
が
円
困
難
で
あ
る
。

接

続

語

「

飛

躍

」

感

を

か

も

し

出

す

も

の

で

あ

る

。

そ
乙
で
、
ど
の
よ
う
な
接
続
語
を
用
い
て
い
る
か
を
、
前
作
品
げ
や
つ
で
い
て
調
べ
て

み
た
。
次
ち
表
は
、
そ
れ
を
、
主
と
し
て
塚
原
鉄
雄
氏
の
分
類
に
従
っ
て
、
分
類
し

接
続
語
の
用
い
方
も
、

た
も
の
で
あ
る
。

¥ 



時 累 組事 段 論 種
間 力日 起 階 理
的 的 的 的 的
連 連 連 連 連
接 接 接 接 接

経 当 逆 JI原 補 要 解
過 時 接 接 足 約 説 類

暫 や 間 そ そ 尚 そ さ と す そ た 所 js t: け し 従 何 勿 畢 そ 用
く !J1 も の の ほ れ つ る 乙 1: カま !J1 れ か てコ 岨』孟 論 意 れ
す f¥  な 時 と か し と で 共 し て な は
る 雄 く で き り て り

と
、』ノ

あ
て る

例

2 2 1 2 1 1 3 1 2 3 1 1 1 6 2 1 1 1 
用

9 4 6 11 2 4 例
数

22 17 

目白岡 種
理
的
連
接

逆 j煩 補 要
解説

接 接 足 約 類

そ そ し そ し、 所 t: し も そ そ 乙 だ 何 勿 乙 つ そ 用
乙 れ か の や カヨ !J1 か し れ れ れ か 故 ;fI冊A れ ま れ
J¥ iζ し 癖

、
し さ な で t: り な を り lま

し、 し
、

そ つ り lま か り :z:;; 
く て そ れ な り ひ
と も れ よ れ 換

lζ り ば J¥ 

し る
て と
も

1 1 2 l 18 2 3 1 2 l 7 
用

27 9 11 伊j

数
47 
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マ
『
頭
な
ら
び
に
腹
』

マ -e 断
続
的
連
接

転 放
計 換 任

さ と そ

て Iζ れ

か カ量〉

く

と
き
で
あ
'つ

Tこ

2 

39 

『鳥』



予

時 累 継 段
聞 古口 起 階

的 的 的 的

連 連 連 逮接
接 接 接

放 経 当
任 過 時

カま
あ

翌 そ 暫 間 見 そ そ そ 然 そ そ 此 さ と す さ さ そ そ Tこ
、

朝 れ く も る の の れ れ れ の う る つ つ れ 乙 fご
何 f町、 以 し な 間 間 と も し ば の 上 し と 玄 :z>: で で
Iま 、或wノ 後 て く Iζ き カ五 か み て iま iま
と か 、--' り な れ れ

も
る

り 時 も で り る れ
iま 日

で は ず と ば
れ あ な

てコ し、

Tこ

4 1 1 2 2 4 4 1 16 l 5 2 

13 8 4 26 
-一

54 

断
続
的
連
接

さ
て

3 

転

換

五、
と

A 
Eコ

101 

計

接
続
語
を
、
大
き
く
、
「
論
理
的
連
接
」
の
も
の
と
そ
う
で
な
い
も
の
と
に
二

類
別
し
た
場
合
、
『
頭
な
ら
び
に
腹
』
と
『
鳥
』
と
の
聞
に
、
著
し
い
相
違
は
見

出
し
難
い
。

ζ

こ
ま
で
の
所
、

「
飛
躍
」
は
確
か
に
「
『
新
感
覚
』
的
文
章
」
に
見
ら
れ
る

『
鳥
』
に
も
そ
の
証
拠
が
か
な
り
存
在
す
る
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
『
頭
な
ら
び
に
腹
』
に
お
い
て
は
、

と
言
え
は
す
る
も
の
の
、

「
飛
躍
」
が

「
形
」
の
上
で
も
明
瞭
で
あ
る
の
に
、

『
鳥
』
で
は
、

そ
れ
が
、
複
雑
で
長
い
文

の
中
に
埋
没
し
て
い
る
、
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
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四

直

輸

的

手

法

「

『

新

感

覚

』

的

文

章

一

の

特

色

と

し

て

、

従
来
、
指
摘
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
『
頭
な
ら
び
に
腹
』
に
は

数
え
ら
れ
る
。
六
例
を
次
に
掲
げ
る
。

直
輸
的
手
法
も
、

一
三
例
が

O 

沿
線
の
小
駅
は
石
の
や
う
に
黙
殺
さ
れ
た
。
(
頭
な
ら
び
に
腹
)

車
掌
は
刈
矧
叫
判
叶
叫
各
室
を
平
然
と
し
て
通
り
抜
け
た
。
(
右
同
)

さ
う
し
て
、
乙
の
運
命
観
が
宙
に
迷
っ
た
人
冷
の
頭
の
吋
中
を
流
れ
出
す
と
、

彼
等
集
団
は
初
め
て
嗣
叫
判
引
削
崩
れ
出
し
た
。
(
右
問
)

O O O 

す
る
と
、
今
迄
静
っ
て
ゐ
た
群
衆
の
頭
は
、
俄
に
卓
子
を
め
が
け
て
旋
風

の
吋
叶
叫
揺
ら
ぎ
出
し
た
。
(
右
同
)

無
数
の
腕
が
曲
っ
た
林
の
や
う
に
。

O 

(
右
同
)

O 

振
ら
れ
る
鉢
巻
の
下
で
は
、
白
と
黒
と
の
限
玉
が
振
り
子
の
や
う
に
。



(
右
同
)

『
鳥
』
に
も
、
三
八
例
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
う
ち
の
一
二
例
は
、
前

述
の
、
問
題
の
最
終
部
分
に
あ
る
。
残
り
の
二
六
例
か
ら
、
二
例
だ
け
を
次
に
ぬ

き
出
す
。

O

私
は
そ
れ
か
ら
と
云
ふ
も
の
夜
盗
の
や
う
に
家
人
の
障
を
狙
ふ
と
同
時
に

リ
カ
子
と
結
婚
す
る
準
備
ば
か
り
に
急
ぎ
出
し
た
。
(
鳥
)

O

リ
カ
子
は
私
の
惨
寵
し
た
姿
を
見
る
と
急
に
生
き
生
き
と
子
供
の
や
う
に

な
り
始
め
た
。
(
右
問
)

『
鳥
』
に
も
直
愉
的
手
法
は
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
『
頭
な
ら
び

に
腹
』
と
は
、
そ
の
用
い
方
が
、
か
な
り
違
う
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

『
頭
な
ら
び
に
腹
』
の
場
合
、
た
と
え
る
も
の
と
た
と
え
ら
れ
る
も
の
と
の
結

び
付
き
に
、
干
種
の
「
意
外
性
」
が
存
在
す
る
。
た
と
え
ば
、
「
石
」
と
「
沿
線

の
小
駅
」
、
「
旋
風
」
と
「
群
衆
の
頭
」
、
「
曲
っ
た
林
」
と
「
無
数
の
腕
」
、

「
振
り
子
」
と
「
白
と
黒
と
の
眼
玉
」
と
い
っ
た
組
み
合
わ
せ
ば
、
そ
れ
だ
け
で
、

違
和
、
不
調
和
、
飛
躍
の
感
じ
を
与
え
る
。
ま
た
、
「
車
掌
」
を
「
人
形
」
、
「
集

団
」
を
「
波
」
、
「
群
衆
の
頭
」
を
「
旋
風
」
、
「
無
数
の
腕
」
を
「
林
」
、
「
眼

宝
」
を
「
振
り
子
」
に
た
と
え
る
乙
と
は
、
「
人
間
の
物
体
視
」
を
支
え
る
も
の

で
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
『
頭
な
ら
び
に
腹
』
の
直
輸
的
手
法
は
、

「
飛
躍
」
明
人

閣
の
物
体
視
」
の
両
方
に
関
わ
っ
て
効
果
を
生
ん
で
い
る
と
言
え
る
。

し
か
る
に
、

『
鳥
』
の
場
合
は
、
た
と
え
方
が
総
じ
て
平
凡
で
あ
る
。
理
解
を

た
す
け
る
た
め
の
た
と
え
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。

文
法
的
誤
謬
片
岡
良
一
氏
は
、
「
『
新
感
覚
』
的
文
章
」
の
特
色
の
一
つ
に
、

「
文
法
的
絡
調
の
正
し
さ
と
か
い
ふ
も
の
は
殆
ど
顧
み
ら
れ
ず
、
」
(
近
代
日
本

文
学
の
展
望
)
と
い
う
と
と
を
挙
げ
て
い
る
。
乙
の
点
は
ど
う
か
。
実
は
、
少
な

く
と
も
『
頭
な
ら
び
に
腹
』
に
は
、
純
粋
な
文
法
的
誤
謬
は
皆
無
で
あ
る
。
構
文

が
単
純
な
た
め
か
。
そ
れ
に
対
し
、
複
雑
な
構
文
の
多
い
『
鳥
』
に
は
、
好
意
的

に
解
釈
し
て
も
な
お
か
つ
誤
謬
も
し
く
は
そ
れ
に
近
い
と
恩
わ
れ
る
表
現
が
、
た

と
え
ば
、
次
の
如
く
に
存
在
す
る
。

「
然
も
リ
カ
子
は

Q
が
A
よ
り
は
る
か
に
劣
っ
た
人
物
だ
と
知
り
出
し
た
動
揺

さ
へ
私
は
彼
女
が

Q
を
賞
め
る
言
葉
の
裏
か
ら
嘆
ぎ
つ
け
た
。
」
(
鳥
〉

ζ

の
乙
と
か
ら
、
『
頭
な
ら
び
に
腹
』
の
時
期
を
「
国
語
と
の
不
運
極
る
血
戦

時
代
」
と
称
す
る
ζ

と
の
可
否
は
と
も
か
く
、
『
鳥
』
に
始
ま
る
時
期
を
、
「
国

語
へ
の
服
従
時
代
」
と
称
す
る
の
は
、
呼
称
が
不
適
だ
と
い
う
感
じ
が
す
る
。
構

文
の
複
雑
さ
と
言
い
、
そ
の
欧
文
脈
的
性
格
と
言
い
、
ま
た
、
文
脈
の
蛇
行
と
言

ぃ
、
「
国
語
と
の
不
運
板
る
血
戦
」
は
、
む
し
ろ
一
層
深
刻
の
度
合
い
を
増
し
た
、

と
い
う
の
が
、
『
鳥
』
の
文
章
か
ら
与
え
ら
れ
る
実
感
で
あ
る
。
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漢

語

と

和

語

「

桔

屈

賛

牙

な

新

造

語

へ

の

生

命

感

の

吹

込

み
」
(
前
出
書
)
と
い
う
特
色
も
指
摘
し
て
い
る
。
乙
れ
と
関
連
し
て
、
体
言
を

中
心
に
、
形
容
動
詞
・
副
詞
の
一
部
を
も
加
え
て
、
両
作
品
の
、
漢
語
と
和
語
の

使
用
数
を
調
べ
て
み
た
。
次
表
の
通
り
で
あ
る
。

片
岡
氏
は
ま
た
、

そ 和 漢
の
イ也

外 外 和 漢 湯 重

I~ 
接 語

国 来
辞 + 桶 箱+ 和
語漢

接
語 E吾 辞 託告或Fじ= 読 語 語 ロロロ

頭
な。3 。。7 2 り

び
l乙

13 147 178 腹

4 34 7 6 5 6 
鳥 l

63 712 719 
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右
に
よ
れ
ば
、
『
頭
な
ら
び
に
腹
』
の
方
が
、
や
や
漢
語
の
使
用
が
多
い
と
い

う
と
と
に
な
る
。
所
で
、
『
鳥
』
は
、
題
材
上
、
地
質
学
の
術
語
が
多
く
出
る
作

品
で
あ
る
。

ζ

の
点
を
考
え
る
と
、
『
頭
な
ら
び
に
腹
』
の
方
が
、
ま
す
ま
す
漢

語
使
用
の
効
果
を
有
し
て
い
る
乙
と
に
な
る
。
実
際
、

ぷ入
<=1 

計

『
頭
な
ら
び
に
腹
』
か
ら
、

作
中
人
物
の
日
常
的
行
動
や
状
態
と
不
調
和
な
漢
語
を
と
り
出
す
ζ

と
は
、
容
易

で
あ
る
。

そ
れ
は
、

『
鳥
』
に
も
見
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
よ
り
鮮
明
だ
と
い
う
意

「
『
新
感
覚
』
的
文
章
」
の
特
色
の
一
つ
に
挙
げ

て
も
、
も
は
や
産
支
え
あ
る
ま
い
。

味
に
お
い
て
、

「
飛
躍
」
を
、

五
「
『
新
感
覚
』
的
文
章
」
の
特
色
と
し
て
、
無
秩
序
に
、
幾
っ
か
を
と

り
出
し
て
き
た
の
だ
が
、
そ
の
幾
っ
か
を
中
心
に
、
乙
ζ

で
整
理
し
直
し
て
み
た

以
上
、

い
と
思
う
。

ま
ず
、

)
 

l
 

(
 

「
表
現
」
の
面
か
ら
と
ら
え
て
、

文
が
短
く
、
文
構
造
が
単
純
で
あ
る

「
た
止
め
」
の
文
が
多
く
、
い
わ
ば
「
完
了
法
」
が
用
い
ら
れ
、
静
ト
ト

が
意
識
さ
れ
な
い
。

問
独
得
な
効
果
を
有
す
る
擬
人
的
手
法
、
擬
物
的
手
法
、
直
輸
的
手
法
、
声

輸
・
擬
接
的
手
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

(4) 

文
の
題
自
の
変
化
、
動
作
・
状
態
の
急
転
、
対
照
的
手
法
、

漢
語
の
多
用
が
、
別
の
独
特
な
効
果
を
発
揮
し
て
い
る
。

直
輸
的
手
法
、

次
に
、
読
み
手
の
印
象
と
い
う
面
か
ら
、

間
飛
躍
感
が
あ
る
。

第
三
に
、

no 

作
者
の
、
も
の
の
と
ら
え
方
と
い
う
面
か
ら
、

人
聞
を
物
体
視
し
て
い
る
。

右
の
よ
う
に
ま
と
め
る
と
と
が
出
来
る
と
思
う
。
そ
し
て
、

「
人
閣
の
物
体
視
」
な
り
は
、

「
飛
躍
」
の
印
象

な
り
、

『
頭
な
ら
び
に
腹
』
ほ
ど
明
白
で
は
な
い

に
し
て
も
、

『
鳥
』
に
も
存
在
す
る
と
と
に
留
意
し
て
お
き
た
い
。

-'-J、、

さ
て
、
前
章
で
述
べ
た
よ
う
な
特
色
を
有
す
る
、

「
『
新
感
覚
』
的
文
章
」

K

対
し
て
、
従
来
、

い
か
な
る
解
釈
が
行
な
わ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
代
表

噌

B
AA-

的
な
も
の
を
、
次
に
挙
げ
て
み
る
。

O 

新
奇
な
表
現
の
た
め
の
表
現
、
形
式
の
た
め
の
形
式
に
終
始
し
て
ゐ
る
。

(
中
略
)
言
葉
の
羅
列
と
装
飾
と
が
そ
の
ま
ま
表
現
の
目
的
と
な
っ
た
ゃ
う

な
不
思
議
な
作
品
。
(
中
山
義
秀
「
績
光
利
一
の
文
学
的
生
涯
」

・
横
光
利
一
読
本
」
)

「
文
芸

O 

一
つ
一
つ
の
乙
と
ば
は
、

そ
れ
の
も
つ
マ
ジ
ッ
ク
な
、
情
緒
的
な
力
を
あ

て
に
し
て
つ
か
わ
れ
て
い
る
の
で
、

ζ

れ
は
あ
き
ら
か
に
散
文
で
は
な
く
、

詩
の
文
体
だ
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
(
機
貝
英
夫
・
前
掲
書
)

そ
し
て
作
者
の
主
観
は
、
・
無
数
に
分
散
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
対
象
に
躍
り
込

み
、
対
象
を
躍
ら
せ
て
ゐ
る
。
横
光
氏
が
白
百
合
を
描
写
し
た
と
す
る
。
と
、

白
百
合
は
横
光
氏
の
主
観
の
内
に
咲
き
、
横
光
氏
の
主
観
は
白
百
合
の
内
に

咲
い
て
ゐ
る
。
乙
の
点
で
、
燐
光
氏
は
主
観
的
で
あ
る
と
云
ひ
得
る
し
、
客
観
的
で
あ

る
と
云
ひ
得
る
。
ま
た
、
繍
光
氏
の
表
現
が
溌
刺
と
し
、
新
鮮
で
あ
る
の
も
、
こ
の
た
め

O 



で
あ
る

端
康
成

罫

書
家
の

意
向

塁

z 
蒔
l金
大

O 

現
実
と
人
聞
は
す
べ
て
内
雰
と
実
体
か
ら
切
り
は
な
さ
れ
、
肉
体
と
重
量

を
抜
き
と
ら
れ
て
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
で
透
写
し
た
ス
ケ
ル
ト
ン
の
よ
う
な
も
の
、

つ
ま
り
力
学
的
構
造
そ
れ
自
体
に
還
元
さ
れ
る
。
人
間
関
係
は
メ
カ
ニ
ツ
ク

な
物
質
の
運
動
と
同
じ
も
の
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
、
現
実
は
一
個
の
抽
象
的

(
佐
々
木
基
一
「
新
感
覚
派
及
び
そ
れ
以
後
」

図
式
に
変
換
さ
れ
る
。

『
岩
波
講
座
日
本
文
学
史

近
代
』
〉

「
表
現
」
の
外
に
は
「
意
味
」
を
認
め
て
い
な

い
。
川
端
の
解
説
は
、
「
感
覚
」
を
媒
介
と
し
て
、
強
烈
な
主
観
が
作
品
世
界
を

支
配
し
て
い
る
、
と
い
う
意
に
と
っ
て
よ
い
と
思
う
。
同
じ
論
の
中
で
、
川
端
は

こ
れ
を
「
新
主
観
主
義
」
と
呼
ん
で
い
る
。
「
意
味
」
を
認
め
ぬ
も
の
は
除
い
て
、

右
の
う
ち
、
最
初
の
も
の
は
、

従
来
の
解
釈
は
、
大
姿
、
次
の
三
項
目
に
ま
と
め
得
ょ
う
。

ω
詩
的
表
現
だ
と
す
る
も
の
。

ω
 強烈
な
主
観
表
現
、
感
覚
の
解
放
だ
と
す
る
も
の
。

A
M
 

J
副
」
・
弘
、

る
が
、
乙
の
場
合
に
言
う
「
詩
」
と
は
、
音
楽
的
な
搾
情
性
に
通
じ
る
も
の
で
は

「
飛
躍
」
や
「
異
質
」

人
聞
を
物
質
的
運
動
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
と
す
る
も
の
。

「
詩
」
と
い
う
と
ζ

ろ
か
ら
、

直
ち
に
耐
と
結
び
つ
く
よ
う
に
思
わ
れ

な
い
。
そ
れ
は
、

へ
の
抵
抗
感
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

従
っ
て
、

ωは、

ωと
関
連
づ
け
る
乙
と
も
出
来
る
種
類
の
も
の
で
あ
る
。
結
局
、

「
『
新
感
覚
』
的
文
章
」
が
、

問
題
は
、

「
強
烈
な
主
観
表
現
、
感
覚
の
解
放
」

「
人
間
を
物
質
的
運
動
と
し

と
し
て
の
意
味
を
も
っ
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
、

て
と
ら
え
た
」
結
果
の
も
の
か
、
と
い
う
と
ζ

ろ
に
し
ぼ
ら
れ
て
く
る
と
思
う
。

し
か
し
、
乙
の
解
答
は
、
す
で
に
出
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
『
新
感
基

的
文
章
」
の
特
色
を
読
み
手
の
印
象
と
い
う
面
か
ら
と
ら
え
た
も
の
が
「
飛
躍
感
}

で
あ
り
、
機
員
氏
の
解
説
に
あ
る
如
く
、
そ
れ
が
現
代
的
意
味
で
の
「
詩
的
感
覚
」

だ
っ
た
の
だ
。
そ
し
て
、
そ
の
間
じ
も
の
を
、
作
者
の
も
の
の
と
ら
え
方
と
い
う

面
か
ら
見
た
と
き
、
「
人
閣
の
物
体
視
」
と
い
う
乙
と
が
出
て
来
た
の
だ
。
静
か

手
は
意
識
さ
れ
な
ド
の
だ
。
と
乙
か
ら
、
「
横
光
利
一
や
川
端
康
成
の
初
期
作
品

の
特
徴
は
、
第
一
に
普
通
の
意
味
で
の
『
私
』
の
完
全
な
抹
殺
に
あ
る
。
」
〈
佐

々
木
基
一
、
前
掲
書
)
と
い
う
乙
と
を
導
き
出
し
て
、
文
学
史
的
に
、
自
然
主
義

と
の
関
係
を
論
じ
る
乙
と
も
可
能
で
あ
る
。
が
、
乙
乙
で
は
、
そ
れ
に
は
触
れ
な

「
『
新
感
覚
』
的
文
章
」
に
、
「
人
閣
の
物
体
視
」
と
い
っ
た
類
の
レ

ッ
テ
ル
を
は
っ
た
だ
け
で
は
、
「
事
」
は
終
わ
る
ま
い
。
横
光
自
身
に
、
次
の
通

勿
論

り
の
言
葉
が
あ
る
。

「
よ
り
多
く
光
っ
た
象
徴
を
計
画
し
て
ゐ
る
も
の
を
、
私
は
新
感
覚
流
と
呼
ん

で
来
た
。
」
(
「
笑
は
れ
た
子
と
新
感
覚
|
|
内
面
と
外
白
面
に
つ
い
て
|
」

l

「
文
芸
時
代
」
昭
2

・2
)

。，u
必
性

彼
は
ま
た
、
自
作
の
『
蝿
』

て
い
る
。

「
た
だ
単
に
そ
の
一
つ
の
感
覚
の
中
か
ら
の
み
に
で
も
生
活
と
運
命
と
を
象
徴

し
た
哲
学
が
湧
き
出
て
来
る
に
相
違
な
い
と
己
惚
れ
た
の
で
す
。
」

〈犬山
M

・5
)

に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
も
述
べ

(
「
大
正
十
二
年
の
自
作
を
回
顧
し
て
|
|
最
も
感
謝
し
た
批
評
」
|
「
新
潮
」

大
日
・
ー
)

横
光
が
物
質
と
人
間
と
を
同
一
視
し
、
そ
れ
ら
の
物
理
的
運
動
を
描
い
て
い
る

図
式
の
う
し
ろ
に
、
個
々
の
作
品
に
即
し
て
、
そ
の
象
徴
の
意
味

!
l
つ
ま
り
、

個
々
の
作
品
の
、

そ
れ
ぞ
れ
の
主
題
を
設
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

と
乙
ろ
で
、

乙
乙
に
、
ま
だ
一
つ
、
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
す
で



に
注
目
し
た
、
語
り
手
の
存
在
が
意
識
さ
れ
る
文
末
を
も
っ
長
文
の
た
め
に
印
象

は
薄
い
も
の
の
、
提
愉
的
手
法
を
中
心
に
、

り
「
人
閣
の
物
体
視
」
な
り
の
傾
向
が
見
え
る
と
い
う
乙
と
で
あ
る
。

大
雑
把
な
も
の
言
い
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
横
光
の
場
合
、

『
鳥
』
に
も
ま
た
、

「
飛
躍
」
感
な

文
章
」
の
作
品
と
、

『鳥』

「
『
新
感
覚
』
的

『
機
械
』
な
ど
の
次
期
作
品
と
の
聞
に
は
、
本
質
的

と
言
え
る
程
の
相
違
が
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
川
端
康
成
は
、

そ
の
こ
と
に

関
し
て
、

「
後
期
で
は
、
外
面
の
視
覚
的
な
構
図
よ
り
も
内
面
の
倫
理
的
な
構
図

の
象
徴
性
を
志
し
た
ゃ
う
で
あ
る
。
」
(
「
横
光
利
こ
現
代
田
本
文
学
全
集

白
『
横
光
利
一
集
』
)
と
述
べ
て
い
る
。
い
わ
ば
、
『
頭
な
ら
び
に
腹
』
の
世
界

を
、
そ
の
物
理
的
運
動
を
、
そ
の
中
の
受
場
人
物
の
一
人
、
た
と
え
ば
、
「
子
趨

J:s 

「
子
僧
」
自
身
の
運
動
を
も
合
め
て
映
し
出
し
た
の

『
鳥
』
の
世
界
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
『
頭
な
ら
び
に
腹
』
と
『
烏
』
と

の
相
違
は
外
的
・
内
的
と
い
う
言
葉
で
説
け
る
と
し
て
も
、
少
な
く
と
も
、
作
者

η
3
 

4
9
 

の
、
心
の
ス
ク
リ
ー
ン
に
、

の
も
の
の
と
ら
え
方
そ
の
も
の
は
、
間
質
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

〈
注
〉

O 

『
頭
な
ら
び
に
腹
』
は
復
刻
版
「
文
芸
時
代
」
創
刊
号
、

『
鳥
』
は
現
代

日
本
文
学
全
集
山
山
『
横
光
利
一
集
』
に
拠
っ
た
が
、
引
用
に
際
し
、
旧
漢
字

は
新
漢
字
に
改
め
、
振
仮
名
は
省
略
し
た
。

本
稿
は
、
昭
和
四
十
八
年
度
日
本
近
代
文
学
会
秋
季
大
会
で
口
頭
発
表
し

O 
た
も
の
(
問
題
目
)

に
基
づ
く
。




